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世界のプラスチック生産量及び廃棄量



出典：環境省

海洋プラスチック問題の現状



マイクロプラスチック

出典：環境省



大阪市のプラスチックごみ削減のための取組の背景

■2019年6月28日～29日 G20大阪サミット

2050年までに海洋プラスチックごみによ
る追加的な汚染をゼロにまで削減すること
をめざす

「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」

■2019年１月28日 おおさかプラスチックごみゼロ宣言

1. ワンウェイのプラスチック（容器包装等）を25パーセント
排出抑制（リデュース）する。（2005年度比）

2. 容器包装プラスチックの60パーセントを資源化（リサイク
ル）する。

3. また、ペットボトルを100パーセント資源化（リサイク
ル）する。

4. なお、残りのプラスチックごみについては引き続き削減・資
源化を進めるが、熱回収を含め100パーセントプラスチッ
クごみの有効利用を図る。

大阪市「プラスチックごみ削減目標」

（注）ただし、パーセントは重量比

2025年度までに

「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」推進事業



・取組み等を国内外に情報発信

・好事例の他地域への広がりと、
途上国の環境問題解決に貢献

・ペットボトルを「有価物」と
して回収・運搬・再資源化

・売却益の地域還元、活性化
※環境省とのモデル事業で効果検証済

・実行計画の取りまとめ、推進
体制の構築

・統合的マネジメント、全体最
適化

「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」の実現等に貢献するための計画を取りまとめ、推進体制
の構築を図り、同計画に基づきプラスチックごみの資源循環を推進するとともに、大阪の取組み
を国内外に発信する事業を実施。

「地域・事業者の連携によ
る新たなペットボトル回
収・リサイクルシステム」
の確立

「大阪ブルー・オーシャン・
ビジョン」実行計画の取りま
とめと推進体制の構築

SDGsの取組みに関する情
報発信と国際協力の推進① ② ③

「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」推進事業の構成



大阪市のプラスチックごみや水環境の現状

大阪市が収集する普通ごみの中
には資源化可能なプラスチック
ごみが約8.5％含まれている。

水質は改善されているが、川
や海のきれいさ、水辺の親し
みに関する満足度は3割程度で
ある。

 河川の汚れぐあいと市民の満足度

 大阪市域におけるプラスチックごみの収集量



「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」実行計画

① 海洋プラスチックごみの新たな汚染ゼロの実現に寄与

② 大阪市環境基本計画の水分野の個別計画としてＳＤＧｓの達成に貢献

① 2030年度に大阪湾に流入するプラスチックごみの量を半減する。

② 河川・海域の水質に係る国の環境基準を100％達成、維持すると
ともに、水環境に関する市民満足度を40％まで向上する。
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計画の目標

５つの柱

2013年3月策定

大阪府・大阪市の連携による策定



実行計画の目標達成に向けた取組み



プラスチック製品の使用抑制と環境への流出の削減（１）

エコバッグ運動の推進

大阪市は、16の事業者と市民団体（なにわエコ会
議）と「大阪市におけるレジ袋削減に関する協定」
を締結

急な買い物の時も含めてレジ袋を使用することの
ないよう、エコバッグを常に携帯する「大阪エコ
バッグ運動」の推進

給水スポットの整備・マイボトルの使用の促進



まち美化の推進

「大阪市一斉清掃“クリー
ンUP”作戦」

大阪マラソンSEASON TRIAL 2019

※大阪市ホームページより

市民、事業者、地域団体やＮＰＯ等の協力による清掃活動

プラスチック製品の使用抑制と環境への流出の削減（２）

環境教育

淀川河川敷のごみ拾い

こどもポスターコンクール

おおさか環境科を活用した小中学校での
環境教育

ごみ収集車に掲示し市内を
走行



プラスチックの資源循環に向けた地域活性化のシステム推進（１）

• 現在、資源ごみ収集として行政回収している家庭から排出される
ペットボトルを、地域コミュニティと参画事業者が連携協働して
回収

• 分別に対する意識をより高めていくことで、さらなるごみの減量・
リサイクルを推進

• コミュニティビジネスの要素を取り入れることで、自律的な地域運
営へ寄与し、活力ある地域社会づくりに貢献

• 分別の徹底により、質の高いペットボトルを回収することで、国内
におけるマテリアルリサイクル（ボトルtoボトル等）を促進し、
プラスチックの資源循環を推進

みんなでつなげるペットボトル循環プロジェクト



プラスチックの資源循環に向けた地域活性化のシステム推進（２）

みんなでつなげるペットボトル循環プロジェクト



プラスチックの資源循環に向けた地域活性化のシステム推進（３）

みんなでつなげるペットボトル循環プロジェクト

※２地域から４９地域に広がっている。



海洋プラスチックごみ発生抑制のための国際協力

 国際連合環境計画国際環境技術センター(UNEP-IETC)等と連携して、国際会議等の場を
活用し、プラスチックごみの削減等の大阪のSDGsに関する取組みを国内外に発信。

 情報発信を通して、市民・事業者に対して、環境保全への認識と地球規模での環境問題の
理解を深め、SDGsに関する取組みを促進する。

UNEP-IETC（大阪市鶴見区） 国連環境総会に参加（ナイロビ）

世界に向けた取組みの情報発信

プラスチックごみ問題に関する
国連環境計画シンポジウム（大阪市）

プラスチックごみからきれいな海を守る。あなたが行動を起こす、まさに、今がそのターニングポイント。

 プラスチックごみ削減に関する取組を紹介する動画作成

動画を視聴しよう！





良好な水環境の創造

⇒空調の省エネ化とCO2排出削減（従来比35％削減）

エネルギーの創出をはじめとした水資源の活用

 帯水層蓄熱利用の促進

帯水層蓄熱利用は、地下水を多く含む地層（帯水層）から熱エネルギーを採り出して、
建物の冷房・暖房を効率的に行う技術で、省エネルギー、CO2 排出削減、ヒートアイラ
ンド現象の緩和策として期待されている。

うめきた２期暫定利用区域 アミティ舞洲

産学官連携による実証試験⇒



あらゆるステークホルダーとの連携等

住民やNPO、事業者等と連携したプラスチックごみ減量の取組みの推進

各種団体
（NPO等を含む）

・なにわエコ会議 ・大阪湾見守りネット ・ごみゼロネット大阪
・地域活動協議会 ・大阪市エコボランティア ・大阪市地域女性団体協議会
・まち美化パートナー ・河川愛護団体 ・ごみゼロリーダー ほか

事業者、経済団体 ・水都大阪コンソーシアム ・エコバッグ協定事業者 ・漁業関係者 ほか

行政機関、研究機関
・水質保全に向けた各種協議会 ・大阪湾をはじめとした湾岸を有する自治体
・河川流域の自治体・水道事業団体 ほか

〇計画の推進

大阪府・大阪市がハブになって
取組みをつなげるイメージ

大阪府と大阪市の庁内推進体制の連携

⇒計画の進捗管理を行い、ホームページ等で公表



プラスチックと環境問題

プラスチックごみ問題は、海洋汚染のほか、地球温暖化、生物多様性の損失や
廃棄物問題に関係している。

・プラスチック製造時の温室効果ガスの排出
・プラスチックを含むごみの焼却処理に伴う温室効果ガスの排出
・プラスチック劣化による温室効果ガスのメタン等の発生する研究報告 など

プラスチックと地球温暖化

・海洋生物への直接的影響（プラスチックを餌と間違って摂取）
・海洋生態系への影響（食物連鎖の下位にある生物への影響）
・化学物質が生物濃縮されるリスク（プラスチックに含まれる化学物質の生物濃縮） など

プラスチックと生物多様性の損失

・使い捨てプラスチックの増加
・日本は、世界で２番目の１人当たりの容器包装廃棄量
・アジア各国での輸入規制等の課題（汚れたプラスチックの越境移動） など

プラスチックと廃棄物問題



環境とSDGs
     直接的に環境に関連する 13 のゴール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

SDGsの17ゴールのうち、少なく
とも13が直接的に環境に関連し
ている。

例えば、レジ袋の削減、不要な照明の
消灯等の省エネルギー化や清掃活動の
参加などの環境保全活動は、私たちが
身近に行えるSDGsの取組みです。



ご清聴ありがとうございました。

環境先進都市をめざして、一緒に取り組みましょう！


